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日本の自殺希少地域における自殺予防因子の研究

平成21年度国内共同研究

【スライド-1, 2】
まず、日本の自殺問題の現状ですが、日本では過去13年間連続、毎年約30,000人が自

殺により亡くなっております。この数は交通事故で亡くなる方の約6倍に相当しており、
人口10万対自殺率はG7の中でワースト1位という状態が続いています。

2006年にこの問題に対処するために自殺対策基本法が制定され、国家の重要課題の一
つとなっておりますが、依然自殺率は高率のまま推移しているという状態です。

【スライド-3】
私の問題関心ですが、人の生活基

盤としてのコミュニティの特性が自
殺対策の重要な鍵となるのでないか
と考えています。これまでの先行研
究を概観しますと、自殺多発地域を
対象とした危険因子の研究は数多く
なされていますが、一方で自殺希少
地域（自殺の少ない地域）での予防
因子に関する研究というのは、未だ
非常に数が少ないです。従来と異な
る視点で研究を行うことによって、
自殺対策に新たな示唆を得る可能性
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があるのではないかと思い、研究を始めました。

【スライド-4】
本研究の流れですが、日本の自

殺希少地域の一つに徳島県旧海部
町（かいふちょう）という所があり
ます。この町に私は2008年から入
りまして、参与観察ですとかインタ
ビューを行っておりました。

その結果、今から申し上げる6つ
のコミュニティの特性が特徴として
あると観察いたしました。

まず1つ目に、コミュニティがゆ
るやかな紐帯を有しているというこ
と。

次に、身内意識が強くない。
そして、援助希求への抵抗が小さい。援助希求とは、何か問題を抱えた時に周囲に助け

を求めるという意思あるいは行動を指しておりますが、それに対する抵抗感が小さい。
それから、他者への評価が人物本位である。
意欲的な政治参画を行う。
主観的な格差感が小さい。
この6つが特徴として挙ってきたわけです。

【スライド-5】
そこで仮説を作りました。自殺希

少地域である海部町で先ほどの6つ
の因子が特有である。それらがもし
も自殺の危険を緩和する要素である
とすれば、これらの6つの因子は自
殺多発地域においては弱いか、ある
いは少ないのではないかという仮説
です。

これを検証するために、自殺多発
地域である、同じ県のP村（として
おきます）を対象に選び、同じよう
に調査を行い、そして海部町とP村
の2つの町村の比較をいたしました。

【スライド-6】
海部町とP村の客観的指標を表にしておりますが、人口規模はほぼこのように同じな
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のですが、30年間の自殺死亡者の数
といいますと、海部町は7人、P村
は89人と、大変大きな開きがありま
す。地理的な特性もいくつか違うの
ですが、海部町は海沿いの町で、P
村は非常に険しい山間部にある町で
す。

【スライド-7】
こちらは全国の3,318市区町村の

自殺率の標準化死亡比を求めて、全
国の分布をヒストグラムで示したも
のです。海部町は約30なので、スラ
イドの左下に示すあたりに位置する
と考えていただければと思います。
全国の中で自殺多発地域であるP村
は400を超したところにいて、大変
大きな開きがあることがわかりま
す。

【スライド-8】
先ほどから申し上げている仮説を

検証していくために、質問紙調査を
実施しました。

まず、2010年に自殺希少地域の海
部町を含む3町の調査をいたしまし
た。20歳以上の男女の住民から無作
為抽出をして、1,341票を配布、回
収率は89.8％でした。翌年2011年
に、今度は同じようにP村（自殺多
発地域です）を含む6町村の調査を
して、1,990人に配ったうち、回収
率が96.1％でした。

こうして集めた全てのデータの中
から、海部町とP村だけのデータを
抜き出して、今回の分析の対象とし
ております。

【スライド-9】
調査項目は、日常生活における住民の認知や行動様式の傾向を探るということを主眼と
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しており、このような項目を作って
質問をいたしました。

【スライド-10】
まず分析結果のカイ２乗検定の結

果からご報告していきたいのです
が、今回は、海部町とP村の間で統
計的に有意な差のあったもの（アス
タリスクをつけてあります）だけを
このスライドではご紹介していま
す。

かいつまんでご報告します。
まずAの「地域や隣人との関わり」

に関しては、周囲の人への信用とい
うものについて聞いております。「周
囲のほとんどの人が信用できる」と
考えている人が、海部町では35.1％、
P村では18.9％。そしてその相手が
見知らぬ人である場合、いわゆるよ
そ者と言いますか、「身内ではない
よそ者の場合信用できますか」とい
う質問に対して、「ほとんど信用で
きる」と考えている人が海部町では
27.6％、P村は12.8％です。このよ
うに違いがあるというように見ていっていただければと思います。

あるいは近所付き合いの仕方について、海部町では「日常的に協力しあって暮らしてい
る」と言った人の比率が16.5％、P村は44.0％と、非常に大きな違いがございました。で
は、海部町はどのような付き合い方をしているかというと、「立ち話程度の付き合いをし
ています」と答えた人が一番多いという結果でした。

Bの援助・被援助に関する意識、ひらたく言うと助け合いですが、これに関する意識に
ついては、この⑤番をご覧いただきたいのですが、「悩みを抱えたとき誰かに相談したり
助けを求めたりすることに抵抗がありますか」という質問に対して、「助けを求めること
に対して抵抗が無い」と考えている人が海部町は62.8％、P村は47.3％という違いでした。

【スライド-11】
続きまして、Cの人物評価に関する意識については、「地域でリーダーなどを選ぶとき

に何を重視して選びますか」ということを聞いているのですが、海部町では「問題解決能
力を重視します」と言っている人が76％に対してP村は67％と、海部町の方が多い。一
方、学歴に関しては「学歴が高い方がいい」と言っている人が、海部町よりP村の方が高
いという結果でした。この学歴重視の傾向については、P村は関連項目でも同じような傾
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向を示しています。例えば「高い学
歴を得れば収入に恵まれる」ですと
か、「子供にはできるだけ高い学歴
をつけたい」と考えている人の比率
が、P村の方が高いという結果でし
た。

Dの政治に対する態度ですが、質
問では「自分のようなものに政治を
左右する力はないと思いますか」と
いう質問になっています。これに対
して、「力がない」と考えている人の
比率は、海部町の26.3％に対してP
村は51.2％という、大変大きな開きがあります。つまりP村は「そういう力はない」と考
えている人が住民の半分以上を占めていると考えることができます。

【スライド-12】
そのようなことを踏まえて、今度は重回帰分析をいたしました。
従属変数は先ほど来申し上げています「援助希求」への抵抗感です。3つの要素が抽出

されたわけですが、まず人物評価の「年功重視」思考ということについてお話をしたいと
思います。

人物評価のときの「年功重視」というのは、人を判断するのに、家柄とか、職業上の地
位とか、学歴とか、そういうもので判断する傾向が強いという思考です。「人物本意」と
いう思考と概念が対立しているとお
考えいただければと思いますが、こ
の「年功重視」で人を判断する傾向
が強いほど、援助を求めるのに抵抗
感があるという結果が出ておりま
す。

もう一つ、「自殺許容度」ですが、
自殺許容度というのは「どうしよう
もない困難に陥った人は自殺をして
もやむを得ないと思いますか」とい
う質問によって、自殺をどの程度許
容するかということを聞いていま
す。この自殺許容度が高い人ほど、
周りに援助を求めることに抵抗があ
るという結果が出ておりました。

【スライド-13】
まとめです。
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自殺希少地域である海部町では、
5つの特有な因子があったわけです
が、この5つの因子が自殺多発地域
のP村では対照的な傾向を示してい
た。そのことから、これら5つの因
子が自殺を抑制する因子であるとい
う、最初に立てた仮説と矛盾しては
いないと言えると思います。

【スライド-14】
考察です。
まず援助希求ですが、援助希求は

自殺対策の鍵です。自殺多発地域で
あるP村では、隣人間の関係が緊密
で、身内意識がより強い傾向がある
と出ていたわけなのですが、そうし
たコミュニティの特性が、むしろ周
囲に助けを求めることへの抵抗感を
強めている可能性があるのかもしれ
ない。そういう示唆が得られました。
これに関連して言いますと、海部町
の方では「病、市に出せ（やまい、
いちにだせ）」という諺があります。
これは、何かトラブルを抱えた時に
も、抱え込まずに、なるべく早く開
示して助けを求めよという意味なの
ですが、こういう諺が伝えられてい
るように、問題の早期発見・早期対
応を促す環境であると言えると思い
ます。

【スライド-15】
もう一つは自己効力感です。自己

効力感というのは、周囲で起きてい
る事柄に対して、自分が何らかの働
きかけができると信じる力を指しま
す。これはうつや自殺の危険を抑制する因子であるとも考えられていますが、海部町では
P村に比べて「自分のような者に政治を左右する力はない」と考える者の比率が低かった
わけです。そして、人物を評価する際に人物本位で考えるという人の比率が高かったわけ
ですが、こうした思考の傾向が、自己に対する有能感（自分は何かできるんだと信じる力）、
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自己効力感とも関係があると考えら
れ、海部町にこれらの因子が多いと
いうことが自殺率を抑制している一
つの要因ではないかと考えるに至り
ました。

【スライド-16】
本日のご報告は以上です。

質疑応答

　会場：　調査票の回収率がとても高かったのが印象深かったのですけれども、どんなこ
とをしたのでしょうか。

　　岡：　私もこの回収率には少し驚いております。いくつか理由は考えられると思うの
ですが、一番の大きな要因は、これは直接配布で、民政委員の方とかにお願いを
して配布をしたわけなのですが、その配っていただく方への説明を非常に丁寧に
時間をかけてやりました。説明会を何度も開いて、この調査の趣旨、そして、回
収率が高まることによって、より成果の精度が高まるということを何度も申し上
げて、理解していただいた。それで非常に頑張ってくださった結果ではないかと
思います。

　会場：　全数調査なのですか？　その対象地域で抽出をしているのですか？

　　岡：　20歳以上の男女から無作為抽出をしました。人口に対して約10％を対象にし
ております。

　小堀：　先ほどの姫島の調査ですと、健康寿命の延長にはコミュニティが緊密な方がい
いということでした。こちらの調査では、逆に精神的には緩やかな方がいいとか。
それから他人物の人間性を信用しているというデータには、宗教との関わりが考
えられます。さらに研究を進めていただいて、また次のヘルスリサーチフォーラ
ムで発表していただきたいと思います（笑）。
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